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⑳
江府町の人口

（11月30日現在）

世帯数1283世帯
人　口　4朋3人
（前月比　3人滅）

（男）　軍77
（女）　抄56
出　生　　4

（男）　　2
（女）　　2

転　入　　9
（男）　　5

（女）　　4

転　出　12

（男）　6
（女）　6

死　亡　　4

（男）　1

（女）　3

江　　府　　町　　報

シ
ー
ズ
ン
開
幕

奥
大
山
で
ス
キ
ー
場
開
き

十
二
月
二
十
三
日
、
奥
大
山
ス
キ
ー

場
で
今
年
も
ス
キ
ー
場
開
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
奥
大
山
ス
キ
ー
場
は
、
初
心
者

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
が
楽
し
め
る
ス
ロ

ー
プ
で
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
山
陽
二
四

国
方
面
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
親
し
ま
れ
て

お
り
、
五
十
八
年
度
か
ら
の
ス
キ
ー
リ

フ
ト
二
基
の
運
転
に
伴
い
、
昨
年
は
三

万
人
（
延
利
用
者
二
十
五
万
人
）
の
ス

キ
ー
⊥
∵
－
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
暖
冬
の
た
め
二
十
セ
ン
チ

ほ
ど
の
積
雪
で
の
ス
キ
ー
場
開
き
で
し

た
が
、
安
全
祈
願
の
神
事
の
の
ち
、
待

ち
わ
び
た
町
内
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
、

地
元
ス
キ
ー
ヤ
ー
な
ど
百
五
十
人
が
、

今
年
初
め
て
の
雪
の
感
触
を
楽
し
み
ま

し
た
。

二
月
十
」
八
日
、
十
七
日
は
、
奥
大
山

ス
キ
ー
場
で
県
体
ス
キ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
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江　　府　　町　　報　－昭利9年12月24日発行－、。ノ

国
体
山
岳
会
場
地
と
し
て

第186号

わかとり国体山岳兢技会まで

杏と300日′

大
空
に
は
ば
た
く
希
望
の
わ
か

と
り
の
よ
う
に
”
希
望
と
躍
進
〃

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
第
四
〇

回
国
体
鳥
取
県
大
会
秋
季
大
会
は
、

い
よ
い
よ
三
〇
〇
日
に
迫
っ
て
参

り
ま
し
た
。
開
催
県
と
し
て
も
町

民
総
参
加
の
下
に
希
望
と
躍
進
の

チ
ャ
ン
ス
と
す
べ
く
そ
の
成
功
を

期
し
て
お
り
ま
す
。

大
山
南
壁
直
下
、
殊
に
烏
ケ
山

と
奥
大
山
高
原
に
位
置
す
る
本
町

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
当
然
の
こ

と
と
し
て
山
岳
会
場
地
を
引
き
受

け
、
た
だ
い
ま
入
念
に
諸
準
備
を

急
い
で
い
る
処
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
本
町
が
こ
の
国
体
会
場

地
を
お
引
受
け
す
る
に
当
り
、
ま

ず
第
一
に
何
を
な
す
べ
き
か
を
考

え
ま
し
た
。
そ
れ
は
何
と
し
て
も

環
境
衛
生
が
第
一
で
あ
ろ
う
と
存

じ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
来
県
来
町
の
多

く
の
選
手
・
役
員
・
見
学
者
達
を

迎
え
て
、
安
心
の
出
来
る
会
場
地

と
し
て
、
又
思
い
出
に
残
る
会
場

地
と
し
て
、
殊
に
近
代
社
会
の
セ

ン
ス
と
し
て
環
境
衛
生
の
行
き
と

ど
い
た
清
潔
を
町
、
加
う
る
に
自

然
美
豊
か
な
会
場
地
と
し
て
提
供

い
た
し
た
い
も
の
と
念
願
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

お
互
様
に
ま
ず
わ
が
住
居
か
ら
、

又
わ
が
集
落
か
ら
、
そ
し
て
会
場

地
全
体
の
清
潔
環
境
の
整
備
を
進

め
、
み
ん
な
こ
ぞ
っ
て
衛
生
意
識

を
高
め
、
温
い
土
着
の
人
情
を
も

っ
て
本
大
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
〇

第
四
〇
回
国
民
体
育
大
会

江
府
町
実
行
委
員
会

会
長
　
井
上
健
治

花いっぱいの明るい町で選手をむかえましょう

ー山岳競技コース図

縦走 1 舶上山 → 川床（大山町）1 3．3 血

〝　 2 大山専 一→ 鏡 ケ成　　 1 0．9 血

〝　 3 犬狭峠（開金町）→福　 原　　 12 ．1 加

〝　4 福　 原（開金町）→鏡 ケ成　　　　 9．6 血

登　 撃 船上山

踏査 1 大平原

〝　 2 関　 金

〟一　　ぎ

●一一　一　一■　コース

踏査（2）は閑金町
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報－昭和59年12月24日発行－（4）第186号

山
岳
競
技
と
は

ど
ん
な
競
技
？

登
山
は
、
本
来
個
人
の
自
由
を

意
志
で
自
由
に
行
動
で
き
る
と
こ

ろ
に
そ
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
、
日
本
ア
ル
プ
ス
登

頂
を
ど
の
本
格
的
な
登
山
か
ら
、

家
庭
や
友
達
同
志
で
楽
し
む
ピ
ク

ニ
ッ
ク
的
を
登
山
ま
で
非
常
に
幅

広
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
を
登
山
者
の
応
援
者

と
し
て
㈲
日
本
山
岳
協
会
が
あ
り

ま
す
。
協
会
で
は
、
各
種
の
指
導

や
出
版
を
ど
を
行
い
、
そ
れ
ら

を
通
じ
て
全
国
の
登
山
者
の
合
意

で
ま
と
め
ら
れ
た
登
山
の
標
準
技

術
を
、
指
導
員
制
度
を
中
心
と
し

て
そ
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
　
山
岳
競
技
は
、
他
日
本
山
岳
協

会
が
定
め
た
登
山
の
技
術
や
知

識
を
正
し
く
、
広
く
普
及
し
、

事
故
防
止
と
登
山
の
振
興
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
競
技

で
す
。

○
　
山
岳
競
技
は
、
登
山
で
実
践
し

て
い
る
技
術
や
知
識
の
う
ち
、

競
技
と
し
て
判
定
で
き
る
事
項

を
競
技
規
則
と
し
て
行
う
競
技

で
す
。

○
　
山
岳
競
技
は
、
自
然
を
競
技
場

と
し
て
、
競
技
規
則
に
定
め
ら

れ
た
方
法
で
登
山
の
技
術
や
知

識
を
正
確
迅
速
に
展
開
す
る
競

技
で
す
。

山
岳
競
技
に
は
、
縦
走
‥
踏
査

誉
撃
の
三
種
が
あ
り
ま
す
。

縦
走
競
技
に
は
、
歩
行
・
装
備

・
幕
営
・
天
気
図
を
ど
が
あ
り
ま

す
。
一
日
、
2
5
k
m
以
内
の
コ
ー
ス

を
、
一
チ
ー
ム
　
（
三
名
）
で
3
0
b

～
6
0
也
の
荷
を
背
負
っ
て
縦
走
し
、

歩
行
・
幕
営
を
ど
の
技
術
と
、
特

に
定
め
た
区
間
の
所
要
時
間
を
競

い
ま
す
。

①
歩
行
・
所
要
時
間

歩
行
は
、
集
団
行
動
の
場
合
の

疲
労
度
や
、
指
定
さ
れ
た
場
所

に
定
め
ら
れ
た
時
刻
に
到
着
す

る
か
な
ど
、
地
形
及
び
自
然
条

件
に
あ
っ
た
歩
き
方
を
競
い
ま

す
。
所
要
時
間
は
コ
ー
ス
の
中

に
二
ヶ
所
、
梓
に
定
め
た
区
間

（
特
区
A
、
持
区
B
）
に
要
し

た
時
間
に
よ
り
競
い
ま
す
。

②
幕
営
競
技

幕
営
は
、
屋
根
形
又
は
家
形

の
テ
ン
ト
を
使
用
し
て
、
規
定

数
量
の
用
具
を
使
い
4
分
間
の

時
間
内
に
、
所
定
の
順
序
で
確

実
に
速
く
張
る
こ
と
を
競
い
ま

す
。

⑤
装
　
備

装
備
は
、
縦
走
競
技
携
行
指

定
装
備
品
の
中
か
ら
五
品
目
選

ん
で
行
い
ま
す
。
指
定
さ
れ

た
装
備
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う

か
と
、
用
途
に
応
じ
て
使
い
や

す
く
携
行
し
て
い
る
か
を
審
査

し
ま
す
。

◎

③
計
画
書
・
記
録
票

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
開
催

地
か
ら
の
予
報
そ
の
他
の
資
料

に
よ
っ
て
作
成
し
た
計
画
書
と

実
際
に
行
動
中
に
作
成
し
た
記

録
票
を
審
査
し
ま
す
。

④
天
気
図

天
気
図
は
、
主
催
者
が
用
意

す
る
日
本
気
象
協
会
が
発
行
の

用
紙
を
用
い
て
、
録
音
さ
れ
た

ラ
ジ
オ
の
気
象
通
報
に
よ
り
天

気
図
を
作
成
し
ま
す
。

⑳

野盛㊤
コツフェル
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⑳

踏
査
競
技
は
、
一
日
8
k
m
～
1
5

血
の
コ
ー
ス
を
一
チ
ー
ム
（
三
名
）

で
、
3
0
k
g
～
6
0
也
の
荷
を
背
負
っ

て
踏
査
し
、
定
点
の
確
認
や
コ
ー

ス
の
正
確
さ
と
所
要
時
間
を
競
い

ま
す
。

（
摘
摘
摘
叩
誓
会
場
と
）

○
　
ス
タ
ー
ト
は
、
各
チ
ー
ム
5

分
の
間
隔
を
お
い
て
出
発
し
ま

す
。

○
　
選
手
は
、
ス
タ
ー
ト
直
前
に

与
え
ら
れ
た
踏
査
地
図
の
コ
ー

ス
　
（
赤
線
で
図
指
）
に
沿
っ
て

踏
査
し
、
コ
ー
ス
上
の
定
点
を

確
認
し
を
が
ら
、
そ
の
位
置
を

地
図
の
上
に
表
し
記
号
を
記
入

し
て
ゆ
き
ま
す
。

○
　
ゴ
ー
ル
近
く
に
設
け
ら
れ
た

設
問
場
所
で
、
人
員
確
認
の
う

え
課
題
を
受
け
と
り
、
そ
の
場

で
解
答
し
審
判
員
に
提
出
し
ま

す
。
ゴ
ー
ル
前
で
踏
査
記
録
地

図
を
審
判
員
に
提
出
し
ま
す
。

Soumu
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報　－昭和59年12月24日発行－（6）町
登
撃
競
技
は
、
高
度
差
5

0
m
以

内
、
平
均
斜
度
6
0
度
～
8
0
度
の
岩

壁
に
お
い
て
一
チ
ー
ム
三
名
で
行

動
し
、
規
定
の
負
荷
重
量
で
萱
攣

及
び
懸
垂
下
降
を
し
て
、
技
術
の

正
確
さ
と
所
要
時
間
を
競
い
ま
す
。

萱
攣
登
撃
の
バ
ラ
ン
ス
確
保

の
仕
方
、
ザ
イ
ル
・
カ
ラ

ビ
ナ
な
ど
の
用
具
の
扱
い

方
と
所
要
時
間
を
競
い
ま

す
。

府
　
懸
垂
　
下
降
の
バ
ラ
ン
ス
姿
勢
、

ザ
イ
ル
の
扱
い
方
と
所
要

江

時
間
を
競
い
ま
す
。

⑧
嬉
火
リ
レ
ー

県
内
三
ヶ
所
で
採
火
さ
れ
た
炬

火
は
、
県
の
東
部
・
中
部
・
西
部

そ
れ
ぞ
れ
で
リ
レ
ー
さ
れ
、
各
コ

ー
ス
を
リ
レ
ー
し
た
燈
火
は
、
秋

季
大
会
開
会
式
の
前
日
県
庁
で
集

火
さ
れ
「
わ
か
と
り
の
火
」
と
し

て
開
会
式
当
日
、
県
庁
か
ら
開
会

式
場
ま
で
リ
レ
ー
さ
れ
ま
す
。

嬉
火
の
通
過
市
町
村

（
西
部
地
区
）

大
山
町
1
名
和
町
1
中
山

町
1
淀
江
町
1
日
吉
津
村

1
岸
本
町
1
溝
口
町
1
江
府

町
1
日
野
町
1
日
南
町
1

西
伯
町
1
会
見
町
1
境
港
市

1
米
子
市

鳥取砂丘

F・・＝

第
四
〇
回
国
民
体
育
大
会
秋
季

大
会
の
開
会
式
場
で
あ
る
、
鳥
取

布
施
陸
上
競
技
場
の
炬
火
台
に
点

火
さ
れ
る
炬
火
は
、
大
会
旗
と
と

も
に
県
内
全
市
町
村
を
リ
レ
ー
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
大
会
の
意

義
を
高
め
、
県
民
あ
げ
て
　
「
わ
か

と
り
国
体
」
に
参
加
す
る
喜
び
と

大
会
を
成
功
さ
せ
る
決
意
を
あ
ら

た
に
す
る
も
の
で
す
。

江 府 町 地 内 の 畑 火 リ レ ー

大山で採火 された炬火は、溝口町よりバ トンタッチされ、江府町で 2

日間にわたり町内各地の五区間をリレーされます。
江府町では、町内の′」、学校高学年及び中学生より選抜 された、 1 チー

ム13人、延べ65人の児童 ・生徒によって、町内各地 をリレーされます。

l 嬉火リレー隊の編成 l

ゐ ゐ 霊 等 銅 缶 岩屋拒 ゐ 金 品

連 広 自
給 報 バ ー リレー走者→ 董 聾 聾 憲
手 車 イ　　　　　 l

l町内のリレーコース」5区間

溝口町望 ◎米沢′順接一一三旦→△宮市原公民館且 ．△宮市公民館　　　　　　　　　（テニスコート）

上空」座場（泊）l」旦→△上町（藤田）旦聖－△一旦公民館ぷ」

一・一→ ○明倫小学校退塾皇－◎舟場

◎市町村引継地点　△中継地点

●

●
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町　　報－昭和59年12月24日発行－第186号

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

鼓
隊
練
習

n
⑳米沢小学校

中嶋三知子先生

府江

（町内小学校5年生）

国
体
ま
で
あ
と
三
〇
〇
日
、
と
い

う
現
実
を
目
の
前
に
し
、
身
の
引

き
締
る
思
い
で
す
。

自
分
の
身
体
よ
り
も
大
き
な
太

鼓
を
下
げ
て
い
る
子
供
達
で
す
が

こ
の
太
鼓
が
、
早
く
自
分
の
身
体

の
一
部
と
在
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

子
供
達
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
寒
い
冬
に
向
け
て
厳

し
い
練
習
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
経
験
が
、
音
楽
レ
ベ
ル
の

向
上
の
み
在
ら
ず
、
子
供
達
の
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
と
っ
て
必
ず
プ

ラ
ス
に
在
る
も
の
と
信
じ
、
ま
た

子
供
達
の
無
限
の
力
に
期
待
し
、

さ
ら
に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

二
度
と
回
っ
て
こ
を
い
国
体
で

す
。
こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た

め
、
今
後
と
も
御
指
導
、
御
鞭
燵

頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま

す

。

　

　

　

　

瓜

夙

㌣

わ
か
く
さ
国
体

ス
ナ
ッ
プ

（
元
気
よ
く
鼓
隊
の
市
中
行
進
）

今
年
の
国
体
は
、
十
月
十
二
日

よ
り
奈
良
県
で
開
か
れ
、
山
岳
競

技
は
天
川
村
・
上
北
山
村
の
二
村

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
府
町
か
ら
も
2

8
名
の
視
察
団

が
派
遣
さ
れ
、
競
技
の
よ
う
す
や

接
待
を
ど
を
視
察
し
て
帰
り
ま
し

た
。
（
町
報
畑
号
参
照
）

（
い
ざ
　
ス
タ
ー
ト
）

（
婦
人
会
接
伴
係
に
よ
る
歓
迎
）

Soumu
四角形
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★
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
車
を
運
転
す
る
と
き
の
　
〃
命
綱
〝
　
－
　
し
か
し
、

着
用
率
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
十
人
中
三
人
に
も
満
た
な
い

と
い
う
嘆
か
わ
し
い
実
情
で
す
。
そ
し
て
「
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
の

九
十
八
％
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
を
か
っ
た
」
と
い
う
見
逃
せ

な
い
結
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
に
か
ん
が
み
、
鳥

取
県
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
併
せ
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
推
進
運
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
い
せ
つ
な
命
を
守
る
た
め
に
今
一
度
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
果
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑳

第186号

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ん
て
面
倒

く
さ
い
」
「
き
ゅ
う
く
つ
だ
」
「
安
全

運
転
を
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
」

と
い
う
の
が
、
敬
遠
さ
れ
る
主

な
理
由
で
す
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
脱
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ワ
ン
タ

ッ
チ
式
。
ほ
ん
の
二
、
三
秒
も
あ

れ
ば
す
む
こ
と
な
の
で
す
。

で
は
、
車
が
衝
突
し
た
と
き
の

シ
ョ
ッ
ク
は
、
ど
の
く
ら
い
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
時
速
二
〇
キ

ロ
で
固
定
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
場
合

そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

体
重
の
六
倍
以
上
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
た
か
が
二
〇
キ
ロ
の
ス
ピ

ー
ド
、
そ
の
く
ら
い
な
ら
腕
や
足

で
支
え
ら
れ
る
と
い
う
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
腕

や
足
で
支
え
ら
れ
る
力
は
せ
い
ぜ

い
体
重
の
二
倍
か
ら
三
倍
。
と
て

も
、
自
分
の
腕
や
足
だ
け
で
、
命

を
守
り
き
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。そ

ん
を
と
き
に
、
あ
を
た
の
命

丁田
＊

l
日
和

2
日
針

5
日
日
‥

長
11

日
誌

月

9
日
惚

1
0
日
出

1
2
日
㈱

1
3
日
㈹

1
4
日
㈱

1
5
日
㈹

1
6
日
働

1
7
日
出

1
8
日
㈲

1
9
日
㈱

2
0
日
㈹

2
1
日
㈱

2
2
日
㈹

在
勤

在
勤

日
野
郡
厚
生
連
会
議
、

県
農
村
整
備
課
新
旧
課

長
歓
送
迎
会

町
慰
霊
祭

青
年
全
国
大
会
出
場
団

員
あ
い
さ
つ

西
部
町
村
長
会
定
例
会
、

西
部
地
区
農
業
所
得
標

準
協
議
会
理
事
会

本
町
五
丁
目
役
員
来
庁

鳥
取
県
農
業
祭

御
机
大
根
組
合
収
穫
祭

県
内
農
業
振
興
協
議
会

会
長
会

半
の
上
線
林
道
打
合
会
、

池
の
内
部
落
役
員
来
庁

農
協
育
苗
セ
ン
タ
ー
起

工
式

岡
山
大
学
光
野
教
授
来

庁
、
三
町
衛
生
施
設
組

合
決
算
監
査

在
勤

洲
河
崎
集
会
所
竣
工
式

助
沢
部
落
農
用
ダ
ム
協
議
会

大
山
山
ろ
く
事
業
所
長

来
庁

臨
時
町
議
会

下
蚊
屋
部
落
役
員
来
庁
、

⑳
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を
守
る
た
め
に
威
力
を
発
揮
す
る

の
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
す
。
そ
の

効
果
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
す
る
と
、
運

転
姿
勢
が
正
し
く
保
た
れ
運
転
疲

労
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
安

全
意
識
も
向
上
す
る
を
ど
事
故
を

予
防
す
る
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

●
衝
突
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、
フ

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
や
車
内
の
突
起
物

に
、
頭
部
や
胸
部
を
強
打
す
る
こ

と
を
防
ぎ
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
し
て
い
れ
ば
、
頭
蜜
骨
骨
折
や

脳
抄
傷
な
ど
に
よ
る
死
亡
は
、
半

⑳

分
以
下
に
お
さ
え
ら
れ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

●
激
突
時
の
シ
ョ
ッ
ク
で
起
こ
る

車
外
放
出
を
防
ぎ
ま
す
。

●
転
落
時
の
シ
ョ
ッ
ク
で
気
絶
し

た
り
負
傷
し
た
り
す
る
こ
と
を
防

ぎ
、
自
力
で
脱
出
し
や
す
く
を
り

ま
す
。

Ⅷ

き
ょ
う
か
ら
実
践

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

こ
の
よ
う
に
、
交
通
事
故
の
際

に
あ
を
た
の
何
よ
り
も
有
効
な
”

命
綱
”
と
な
っ
て
く
れ
る
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
は
、
い
ま
や
運
転

操
作
の
ひ
と
つ
を
の
だ
と
い
う
こ

と
を
、
ぜ
ひ
肝
に
銘
じ
て
く
だ
さ

ヽ

一

〇

I
Y

年
末
か
ら
お
正
月
に
か
け
て
、

マ
イ
カ
ー
に
よ
る
レ
ジ
ャ
ー
や
帰

省
の
機
会
も
多
く
在
り
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
、
き
ょ
う
か
ら
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

交通事故
（11月30日現在）

事故発生状況

件　数　　29件（36件）

死　者　　　4名（2名）
負傷者　　34名（58名）

（）内は昨年同期

入
札

2
4
日
出
　
三
町
衛
生
施
設
組
合
読
会

2
6
日
㈲
　
貝
田
集
会
所
竣
工
式

器
詔
錮
踊
疎
地
域
振
興

連
盟
総
会
、
理
事
会
、
県

道
路
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
、
全
国
町
村
長
大

会
、
国
会
議
員
と
の
懇

談
会
、
自
然
休
養
村
協

議
会
、
ま
ち
と
む
ら
の

交
涜
委
員
会
）

3
0
日
励
　
中
国
横
断
道
起
工
式

（
岸
本
町
）

江　　府

おめでとうございます。

全国農業会議所会長表彰

久連

生田梅芳さん

生
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年

か
ら
五
十
三
年
ま
で
、
農
業
委
員

と
し
て
就
任
さ
れ
、
そ
の
間
に
は

会
長
、
副
会
長
を
歴
任
、
多
年
に

わ
た
り
、
農
政
並
び
に
農
民
の
指

導
に
努
め
ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
、
十
一
月
二
十
一
日

行
わ
れ
た
「
鳥
取
県
農
業
会
議
設

立
3
0
周
年
記
念
式
」
に
お
い
て
、

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
た
ず
ね
に

答
え
て

㊥
二
級
の
障
害
年
金
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
障
害
の
程
度
が

重
く
在
っ
た
の
で
、
障
害
年
金
を

増
額
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う

か
。

⑧
障
害
年
金
は
、
そ
の
障
害
の
程

度
（
一
級
ま
た
は
二
級
）
に
よ
り

年
金
額
が
異
在
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
一
級
の
場
合
の
年
金

額
は
、
二
級
の
場
合
の
年
金
額
よ

り
二
十
五
％
高
く
を
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
障
害
の
程
度
が

変
っ
た
場
合
に
は
、
年
金
額
を
改

正
す
る
こ
と
と
在
り
ま
す
。
こ
の

年
金
額
の
改
定
は
、
必
要
に
応
じ

て
国
民
年
金
診
断
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
い
て
、
社
会
保
険
庁
長
官

が
職
権
で
年
金
額
を
改
定
す
る
場

合
と
、
受
給
権
者
か
ら
障
害
の
程

度
が
増
大
し
た
こ
と
に
よ
る
年
金

額
の
改
定
の
請
求
に
よ
り
年
金
額

を
増
額
改
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。あ

を
た
の
場
合
は
、
二
級
の
障

害
年
金
を
受
け
て
お
ら
れ
、
そ
の

障
害
の
程
度
が
増
大
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
の
で
、
年
金
額
の
改
定

の
請
求
を
す
る
こ
と
と
怒
り
ま
す
。

年
金
額
の
改
定
の
請
求
手
続
は
、

国
民
年
金
診
断
書
に
障
害
年
金
の

国
民
年
金
証
書
を
添
え
て
、
役
場

国
民
年
金
係
に
請
求
書
を
提
出
し

て
行
い
ま
す
。

な
お
、
年
金
額
の
改
定
の
請
求

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
社
会
保
険

庁
長
官
は
、
そ
の
請
求
書
に
添
付

さ
れ
た
国
民
年
金
診
断
書
に
よ
り

障
害
の
程
度
を
審
査
し
、
一
級
に

該
当
し
て
い
る
と
認
め
た
と
き
に

年
金
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

年
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
い
ろ
と
こ
ま
か
い
条
件
が
あ
る

の
で
、
年
金
の
窓
口
で
相
談
す
る

の
が
い
ち
ば
ん
い
い
方
法
で
す
。
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命
令
命
令
命

人
の
動
き

董
命

（
1
1
月
届
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

乗御久新
尾机連一

末高熊遠
次津谷藤
利克美i叔
衣二倍恵

富光伸
淳広春一

長二長長
女男男女

結
婚
を
祝
し
ま
す

藤
澤
　
実

加
藤
　
康
子

徳
岡
　
秀
司

渡
部
　
桂
子

長
谷
　
弘
美

森
田
久
美
子

杉
村
　
勝
美

関
内
　
智
美

加
藤
　
和
弘

勝
　
美
佐
子

影
山
　
健
也

田
連
み
は
る

田
中
　
幹
啓

拝
藤
み
そ
の

）））））））
米
子
市

俣
野
か
ら

久
連

米
子
市
か
ら

山
」
県
岩
国
市

貝
田
か
ら

米
子
市

久
連
か
ら

俣
野

大
阪
市
港
区
か
ら

大
河
原

西
伯
郡
西
伯
町
か
ら

富
市

境
港
市
か
ら

町
絹
眞
銅
誓

坂
本
　
弘
美

府
　
野
田
　
明
美

小
椋
　
昭
弘

江

佐
藤
　
千
春

奈
良
県
五
億
市

小
江
尾
か
ら

江
尾

島
根
県
邑
智
郡
か
ら

下
蚊
屋

西
伯
郡
日
吉
津
村
か
ら

ご
め
い
福
を
い
の
り
ま
す

新
一
伊
藤
　
球
賛
4
1
歳
禎
人
宅

池
ノ
内
藤
原
き
よ
の
9
1
歳
孝
志
宅

洲
河
崎
小
峯
　
薫
7
1
歳
俊
輔
宅

佐
　
川
梶
原
　
ミ
ナ
8
4
歳
信
明
宅

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
日
月
中
寄
託
分
）

香
典
返
し
と
し
て

本
一
松
崎
孝
志
殿

（
父
啓
一
・
様
ご
逝
善

本
　
五
　
下
場
松
子
殿

（
夫
走
様
ご
逝
去
）

新
一
伊
藤
禎
人
殿

（
妻
球
音
様
ご
逝
去
）

池
ノ
内
　
藤
原
　
勉
殿

（
母
き
よ
の
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
小
峯
俊
輔
殿

（
父
薫
様
ご
逝
去
）

本
　
五
　
川
端
香
苗
殿

（
父
孫
市
様
ご
逝
去
）

貝
　
田
　
岡
田
京
三
殿

（
父
竹
男
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

本

一

山

口

萱

広

殿

（
二
男
書
弘
様
退
院
）

貝
　
田
　
森
田
民
美
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
三
　
松
尾
真
吾
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

助
　
沢
　
沢
口
私
敦
子
殿

（
ご
本
人
様
退
鷹

新
一
原
田
吾
人
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
四
　
津
澤
美
里
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
飯
田
て
る
よ
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
小
椋
つ
ぎ
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
野
田
勝
利
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

！
善
意
銀
行
受
払
報
告
＝
…
・
・
…
…
・

1
、
十
月
末
累
計
額

二
百
五
十
五
万
三
百
六
十
四
円

2
、
十
一
月
中
寄
付
額

二
十
九
万
五
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
十
五
万
円

快
気
祝
　
　
十
四
万
五
千
円

3
、
支
出
蘇

需
用
費
　
二
万
二
千
円

4
、
十
一
月
末
累
計
額

二
百
八
十
二
万
三
千
三
百
六
十
四
円

新
一
西
古
三
千
雄
殿

（
長
男
一
雄
様
退
院
）

小
江
尾
　
永
井
浩
二
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
眞
田
次
三
郎
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。江

府
町
社
会
福
祉
協
議
会

保健婦から一言

カゼはだれでも毎年何回かは経験する

ごくありふれた病気です。たかがカゼぐ

らい、とゆだんしていると併発症やカゼ

のかげにかくれている重い病気が顔を出

します。

カゼを予防するには

カゼの予防には、かこよりも健康を維

持し、ウイルスが体内に侵入しても、そ

の増殖活動をおさえるだけの抵抗力をつ

けておくことが第－です。過労や寝不足

などの不摂生は、からだの抵抗力を低下

させますからカゼの流行するときはとく

に注意したいものです。

規則的を生き舌とバランスのとれた食事、

十分な睡眠と体力を強化する適度の運動、

こうした日常生活がカゼを予防します。

また、うたた寝や湯ぎめ、急なから草の

冷えこみなどで体温の調節がうまくいか

ないときは、カゼを発病させるきっかけ

となりやすいので気をつけましょう。

人ごみを避ける；インフルエンザの流

行時には、ウイルス感染の機会を減らす

ため、不用の外出で繁華街や人ごみはで

きるだけ避けます。

マスク；マスク下はウイルスの通過を

防ぐことはできませんが、濃厚を飛沫を

防ぐことと寒気に対する気道保護の意味

はあります。一方、カゼをひいた人が、

病原体をとび散らすのはある程度防げる

でしょう。カゼを他人にうつさないエチ

ケットも必要です。

うがい・手洗；外出をどから帰った際

のうがい、手洗いをどは、ある程度予防

の役割をはたしますから習慣として行い

たいものです。

よいお年をお迎え下さい〝
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